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正副議長の選任

正副議長 就任あいさつ

　

こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、副
議
長
に

ご
推
挙
を
賜
り
、就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
出
雲
市
が
誕
生
し
、六
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、い
よ
い
よ
本
年
十
月
に
斐
川
町
と
合
併
し
、

十
七
万
都
市
の
出
雲
市
が
誕
生
し
ま
す
。

　

斐
川
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、い
ろ
い

ろ
な
地
域
資
源
を
も
と
に
総
合
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
、ま
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
行
財
政
の
効
率
化
も
可
能
に
な
る
な

ど
、よ
り
安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、依
然
と
し
て
財
政
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、安
定
し
た
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
、引
き
続
き
行
財
政
改
革

は
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、必
要
な

事
業
は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、出
雲
大
社
の
大
遷
宮
を
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、本
市
の
多
彩
な
観
光
資

源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

執
行
部
と
議
会
と
が
両
輪
と
な
り
、島
根
の

顔
と
し
て
、出
雲
市
が
真
に
住
み
よ
い
町
、五
つ

星
の
出
雲
市
を
め
ざ
し
、議
長
の
補
佐
役
と
し

て
、市
政
発
展
と
議
会
活
動
の
充
実
の
た
め
、市

民
目
線
の
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

障
の
充
実
が
急
が
れ
、更
に
、先
の
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、改
め
て
安
全

で
安
心
な
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、地
球
温
暖
化
問
題
や
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
、日
本
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

に
も
多
く
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
市
議
会
と
し
て
も
、こ
れ
ら
の
今
日

的
課
題
が
市
政
運
営
に
も
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、十
分
に
目
を
向
け
な
が

ら
積
極
的
に
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
十
月
一
日
に
は
斐
川
町
と
の
合

併
に
よ
り
、新
た
に
十
七
万
都
市
が
誕
生

い
た
し
ま
す
。こ
の
合
併
に
よ
り
新「
出

雲
市
」は
今
ま
で
以
上
に
自
然
・
歴
史
・
文

化
な
ど
豊
富
な
資
源
に
恵
ま
れ
、多
く
の

可
能
性
を
秘
め
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。平
成
二

十
五
年
に
は
、六
十
年
ぶ
り
に
出
雲
大
社

の
平
成
の
大
遷
宮
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
と
な
い
こ
の
機
会
に
、産
業
振
興
の

大
き
な
柱
で
あ
る
観
光
産
業
に
大
き
な

力
を
注
ぎ
、「
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
」を
情
報
発

信
し
な
が
ら
、出
雲
の
魅
力
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
新「
出

雲
市
」を
議
会
と
執
行
部
と
が
車
の
両
輪

と
な
っ
て
し
っ
か
り
と
創
り
上
げ
、将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
責
任
を
持
っ
て

引
き
継
い
で
い
く
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
理

解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
に
開

催
さ
れ
た
出
雲
市
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、多
く
の
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、第
四
代
出
雲
市
議
会
議
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、

多
く
の
皆
様
が
被
災
さ
れ
、尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。出
雲
市
議
会
を
代
表

し
て
、亡
く
な
ら
れ
た
方
に
対
し
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
、一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

さ
て
、出
雲
市
は
、平
成
十
七
年
三
月

二
十
二
日
、二
市
四
町
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
て
以
来
、市
民
の
一
体
感
の
醸
成
に

努
め
な
が
ら
、地
域
特
性
を
生
か
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。六
年
余
り
が
経
っ
た
今
、こ
れ

ら
が
次
第
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、ま

た
、市
民
に
も
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

一
方
で
、国
内
情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す

と
、経
済
状
況
は
一
層
深
刻
に
な
っ
て
お

り
、景
気
の
低
迷
、雇
用
不
安
が
拡
大
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
、少
子
高
齢
化
が
一

層
進
み
、子
育
て
支
援
策
並
び
に
社
会
保

副議長　長廻　利行

議　長　宮本　　享

　第1回臨時市議会において、選挙により議長に宮本享議員、副議長に長廻利行議員を選出しました。
　また、臨時市議会では、各常任委員会と議会運営委員会を、第2回定例市議会では特別委員会のメンバーを
それぞれ選出し、新しい体制を決定しました。
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新議会の体制

いずも市議会だより　25号

常
任
委
員
会

議 会 運 営 委 員 会

総 務 委 員 会
(定数9名 1名欠員)

多久和康司
板倉　一郎

飯塚　俊之
川上　幸博

遠藤　力一
曽田　盛雄

山根　貞守
直良　昌幸

◎ ○

文 教 厚 生 委 員 会
(定数9名 1名欠員)

松村　豪人
坂根　　守

板垣　成二
山代　裕始

木佐　　宏
宮本　　享

福代　秀洋
原　　隆利

◎ ○

環 境 経 済 委 員 会
(定数8名)

萬代　輝正
米山　広志

狩野　正文
古福　康雅

小村　吉一
杉谷　寿之

板倉　明弘
寺田　昌弘

◎ ○

建 設 水 道 委 員 会
(定数8名)

(定数12名　1名欠員)

勝部　順子
広戸　恭一

西村　　亮
荒木　　孝

大国　陽介
長廻　利行

多々納剛人
珍部　全吾

◎ ○

山根　貞守
板倉　一郎
古福　康雅

遠藤　力一
曽田　盛雄
珍部　全吾

板垣　成二
福代　秀洋
寺田　昌弘

大国　陽介
山代　裕始

◎ ○

特
別
委
員
会

斐伊川・神戸川治水対策
特別委員会 (定数8名)

寺田　昌弘
川上　幸博

板倉　明弘
広戸　恭一

狩野　正文
荒木　　孝

木佐　　宏
珍部　全吾

◎ ○

総合交通対策特別委員会
(定数8名)

福代　秀洋
勝部　順子

山根　貞守
宮本　　享

小村　吉一
原　　隆利

松村　豪人
古福　康雅

◎ ○

観光産業振興特別委員会
(定数8名)

杉谷　寿之
直良　昌幸

曽田　盛雄
坂根　　守

飯塚　俊之
米山　広志

板垣　成二
多久和康司

◎ ○

予 算 特 別 委 員 会
(定数15名)

古福　康雅
狩野　正文
多々納剛人
荒木　　孝

勝部　順子
小村　吉一
福代　秀洋
珍部　全吾

飯塚　俊之
松村　豪人
直良　昌幸
寺田　昌弘

板垣　成二
板倉　一郎
米山　広志

◎ ○

原子力発電・新エネルギー調査
特別委員会 (定数8名)

多々納剛人
萬代　輝正

西村　　亮
板倉　一郎

大国　陽介
山代　裕始

遠藤　力一
長廻　利行

◎ ○

　第２回定例市議会において、これまでの予算など４特別委員会に加えて、島根原子力発電所にかか
る諸問題の調査研究や新エネルギーの開発に関する調査をするため、原子力発電・新エネルギー調査
特別委員会を設置しました。
　また、これまで設置していた出雲・斐川合併特別委員会は、その設置目的を達成したことから廃止し
ました。

常任委員会・議会運営委員会・特別委員会 委員名簿
◎…委員長　○…副委員長 平成23年6月21日現在

原子力発電・新エネルギー調査特別委員会をあらたに設置



　６月定例市議会では、市長から２５件の議案が提案されました。その内容は、「平成２３年度
(2011)出雲市一般会計第２回補正予算」などの予算議案２件、「出雲市手数料条例の一部を改正
する条例」などの条例議案４件、「出雲市・斐川町合併協議会の廃止について」などの一般議案１９
件が提案され、２５議案を原案のとおり可決または同意しました。
　議員提出議案は、「原子力発電所事故に係る抜本的な計画等の見直しを求める意見書」を可
決しました。

議会の動き

平成２３年度（2011）出雲市一般会計第２回補正予算を可決するなど、
２６議案を議決しました。
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議会の動き

いずも市議会だより　25号

平成23年度 出雲市議会（定例会）出雲市議会（定例会）出雲市議会（定例会）
開会 平成23年（2011）6月14日㈫ 閉会 会期21日間平成23年（2011）7月4日㈪

6月14日（火）
17日（金）
20日（月）
21日（火）
23日（木）

本会議（開会、議案上程、説明）
本会議（一般質問・1日目）
本会議（一般質問・2日目）
本会議（一般質問・3日目、議案質疑、委員会付託）
総務委員会

6月24日（金）
27日（月）
28日（火）
29日（水）

7月  4日（月）

文教厚生委員会
環境経済委員会
建設水道委員会
予算特別委員会
本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

6月定例市議会　報告

　５月臨時市議会では、市長から９件の議案が提案されました。その内容は、「出雲市国民健康保
険条例の一部を改正する条例」などの専決処分の承認について３件、「平成２３年度(2011)出雲
市一般会計第１回補正予算」と「出雲市教育委員会委員の任命について」などの人事議案５件が
提案され、すべての議案を原案のとおり可決または同意しました。また、出雲市監査委員１名の選
任と出雲市農業委員会委員２名の推薦を行いました。

議会の動き

東日本大震災の緊急雇用対策にかかる事業など、９議案を議決しました。
５月臨時市議会　報告

第2回

平成23年度 出雲市議会(臨時会)出雲市議会(臨時会)出雲市議会(臨時会)
開会 平成23年（2011）5月31日㈫ 閉会 会期2日間平成23年（2011）6月1日㈬

5月31日（火）

6月　1日（水）

本会議（開会、議案上程、委員会付託、委員長報告、討論、採決、正副議長選挙）、総務委員会、文教厚生委員会、
予算特別委員会
本会議（採決、閉会）

第1回
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委員会報告

いずも市議会だより　25号

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
議
案

七
件
、
請
願
一
件
、
陳
情
三
件
で
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
議
第
十
七
号
「
包

括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
」
は
、
本
年
度

か
ら
導
入
し
た
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
外

部
監
査
制
度
に
か
か
る
、
本
年
度
の
包
括

外
部
監
査
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
包
括
外
部
監
査
制

度
は
必
要
だ
が
、
議
決
を
求

め
る
に
あ
た
っ
て
は
監
査
内

容
や
そ
れ
ぞ
れ
に
基
づ
く
契

約
金
額
の
根
拠
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

陳
情
三
件
は
、
二
階
建
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
を

求
め
る
陳
情
で
あ
り
、
三
件

と
も
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。な
お
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改

良
、
改
築
の
要
望
は
、
今
後
も
多
数
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
の
建
設
や

改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
理
解
が
得
ら

れ
る
明
確
な
判
断
基
準
で
年
次
計
画
を
作

成
し
て
対
処
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
委
員
会
に
二
件
の
請
願
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
「
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽
減
の
意

見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
」
で
す
。
医
療

費
の
窓
口
負
担
が
高
く
、
必
要
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
数
あ

り
、
全
世
代
に
わ
た
る
窓
口
負
担
軽
減
の

意
見
書
を
採
択
し
、
国
な
ど
に
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。委
員
か
ら
は
、

採
択
す
べ
き
と
の
意
見
や
、
財
源
確
保
の

問
題
か
ら
不
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
、
医

療
制
度
の
根
幹
の
問
題
で
あ
り
趣
旨
採
択

す
べ
き
と
の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
新
体
制
と
な
っ
た
本
委

員
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
調
査
を
し
、
慎

重
に
審
査
す
る
た
め
、
継
続
審
査
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
に
反
対
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
求

め
る
請
願
」
で
す
。
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
市
場
原
理
に

委
ね
ら
れ
、
保
育
の
質
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国

に
お
い
て
審
議
中
で
あ
り
、
具
体
的
な
方

向
が
示
さ
れ
て
か
ら
詳
細
な
審
査
を
す
べ

き
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告
・
・
・
・
・
・
・

荒木コミュニティセンター

身
体
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
が
利
用
で
き
る
よ
う

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
を
求
め
る
陳
情
を
採
択

総
務
委
員
会

「
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽
減
の
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願
」
な
ど
二
件
は
継
続
審
査
に

文
教
厚
生
委
員
会

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
の
は
、
単
行
議

決
案
件
五
件
で
す
。

　

議
第
十
四
号
「
出
雲
市
及
び
斐
川
町
斐

伊
川
用
水
対
策
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い

て
」、
議
第
十
五
号
「
出
雲
市
・
斐
川
町

南
神
立
橋
区
間
管
理
協
議
会
の
廃
止
に
つ

い
て
」
の
両
議
案
は
、
斐
川
町
と
の
合
併

に
と
も
な
い
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
廃
止

す
る
た
め
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
第
二
十
二
号
「
農
業
担
い
手
法
人
化

促
進
資
金
の
返
還
免
除
に
つ
い
て
」
は
、

貸
し
付
け
決
定
か
ら
五
年
後
に
経
営
を
継

続
し
て
い
る
場
合
、
資
金
返
還
を
免
除
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

議
第
二
十
三
号
「
新
規
就
農
者
経
営
安

定
化
資
金
の
返
還
免
除
に
つ
い
て
」
及
び

議
第
二
十
四
号
「
青
年
農
業
者
初
期
経
営

安
定
資
金
の
免
除
に
つ
い
て
」
は
、
就
農

後
五
年
間
、
ま
た
は
貸
与
を
受
け
て
か
ら

五
年
間
、
市
内
に
お
い
て
専
業
的
に
農
業

に
従
事
し
た
場
合
に
、
新
規
就
農
者
、
ま

各
農
業
支
援
策
に
つ
い
て
の
議
案
を
可
決

環
境
経
済
委
員
会
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「
新
内
藤
川
・
午
頭
川
改
修
計
画
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
」
は
、
斐
伊

川
放
水
路
か
ら
神
戸
川
に
分
流
が
始
ま
っ

た
際
に
、
長
浜
地
区
で
浸
水
被
害
を
心
配

さ
れ
、
神
戸
川
内
に
あ
る
導
流
堤
の
か
さ

上
げ
や
新
内
藤
川
・
午
頭
川
改
修
計
画
を

抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
、
国
土
交
通
省
と

島
根
県
に
働
き
か
け
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
事

業
の
う
ち
、
大
橋
川
改
修

完
了
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
で
長
浜
地
区
の
住
民
の
方

が
、
浸
水
被
害
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
も

の
の
、
国
土
交
通
省
な
ど
か

ら
の
説
明
が
不
十
分
な
た

め
、
さ
ら
に
説
明
を
尽
く
し

地
元
の
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。
一
方
、
願
意
の

実
現
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
効
果
も
不
明
な
ど
の
理
由

か
ら
、
趣
旨
採
択
と
決
定
し

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
技

術
的
、
理
論
的
な
面
か
ら
、

国
土
交
通
省
な
ど
か
ら
説
明

を
聞
き
、
審
議
を
尽
く
す
た

め
に
は
継
続
審
査
。
映
像
な

　

平
成
二
十
三
年
度
「
出
雲
市
一
般
会
計

第
二
回
補
正
予
算
」
と
「
下
水
道
事
業
特

別
会
計
第
一
回
補
正
予
算
」
の
二
件
に
つ

い
て
、
六
月
二
十
九
日
に
委
員
会
を
開
催

し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予

算
そ
れ
ぞ
れ
三
十
三
億
六
千
四
百
万
円
を

追
加
し
、
総
額
六
百
八
十
七
億
三
千
百
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
費
は
、
斐
川
町
と
の
合
併
経
費
や

看
護
系
専
門
学
校
誘
致
に
と
も
な
う
用
地

取
得
経
費
な
ど
合
計
二
十
四
億
円
あ
ま

り
、
民
生
費
は
、
保
育
園
増
改
築
整
備
補

助
金
な
ど
二
億
二
千
万
円
あ
ま
り
、
衛
生

費
は
、
乳
幼
児
健
診
等
専
用
会
場
の
整
備

な
ど
二
千
万
円
あ
ま
り
の
追
加
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
参
入
企
業
支

援
事
業
な
ど
七
千
五
百
万
円
あ
ま
り
、
商

工
費
は
、
工
業
団
地
の
企
業
立
地
促
進
補

助
金
二
千
四
百
万
円
あ
ま
り
、
土
木
費

は
、
地
方
道
改
修
事
業
や
街
路
事
業
な
ど

五
億
三
千
四
百
万
円
あ
ま
り
の
追
加
で

す
。

　

教
育
費
は
、
平
田
愛
宕
山
野
球
場
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
な
ど
四
千
三
百
万
円

あ
ま
り
、
災
害
復
旧
費
は
、
五
月
の
大
雨

被
害
応
急
工
事
な
ど
二
千
六
百
五
十
万
円

の
追
加
で
す
。
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
五
十
六
億
二
千
九

百
万
円
と
す
る
も
の
で
、
審
査
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
内
藤
川
・
午
頭
川
改
修
計
画
の

　
　
　

抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

建
設
水
道
委
員
会

落合橋付近で説明を受ける（西園町）

特
別
委
員
会
報
告
・
・
・
・
・
・
・

斐
川
町
と
の
合
併
経
費
や
看
護
系
専
門
学
校

誘
致
に
と
も
な
う
用
地
取
得
経
費
な
ど

予
算
特
別
委
員
会

た
は
青
年
農
業
者
の
資
金
返
還
を
免
除
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
過
去
五
年
の
新
規
就
農
者
数
の

説
明
を
求
め
、
二
十
八
名
と
の
資
料
の
提

示
を
受
け
ま
し
た
。

を
地
元
に
回
答
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、

議
会
軽
視
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

ど
も
使
っ
て
丁
寧
な
説
明
を
す
る
べ
き
。

ま
た
、
こ
の
陳
情
に
つ
い
て
継
続
審
査
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
執
行
部
が
市
の
考
え



宮
本
議
長
が
漢
中
市
を
公
式
訪
問

宮
本
議
長
が
漢
中
市
を
公
式
訪
問

宮
本
議
長
が
漢
中
市
を
公
式
訪
問

宮
本
議
長
が
漢
中
市
を
公
式
訪
問

　

出
雲
市
と
中
華
人
民
共
和
国
の

漢
中
市
は
、
平
成
三
年
に
友
好
協

定
を
締
結
し
て
か
ら
技
術
研
修
生
の

受
入
れ
、
国
際
保
護
鳥
ト
キ
を
通
じ

た
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
や
写
真
・
書
画

の
相
互
交
流
な
ど
幅
広
い
交
流
を

行
って
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
協
定
締
結
か
ら
二
十
周

年
を
迎
え
、
七
月
十
五
日
に
漢
中
市

で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
宮
本
議
長
や
長

岡
市
長
な
ど
七
名
の
公
式
訪
問
団

と
民
間
交
流
団
体
の
市
民
二
十
三

名
が
漢
中
市
を
訪
問
し
、
張
人
民

代
表
大
会
主
任
や
胡
市
長
な
ど
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
今
後
両
市

の
歴
史
・
文
化
を
さ
ら
に
理
解
し
、

相
互
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

「出雲市議会市政調査研究会」
　出雲市議会では、市の主要事業などについて、独自に調査研究を行うため、次の１３の協議
会などからなる「市政調査研究会」を設置しています。

名　　称 調査研究内容

新内藤川・赤川対策協議会

十間川水系対策協議会

堀川水系対策協議会

出雲平田線対策協議会

大社立久恵線対策協議会

水産・漁業対策協議会

森林・林産業対策協議会

循環型社会構築協議会

地域医療福祉協議会

ICT活用調査研究会

広報委員会

国県道対策協議会

神戸川発電用水検討協議会

新内藤川や赤川の河川改修整備に関する調査

十間川水系の河川改修整備に関する調査

堀川水系の景観・治水安全整備に関する調査

一般県道出雲平田線の改良整備に関する調査

一般県道大社立久恵線の改良整備に関する調査

水産業や漁業の振興対策に関する調査

森林の整備や林業・林産業の振興に関する調査

循環資源の再利用やリサイクルの推進策などに関する調査

地域医療の向上を図るための総合医療センターを中心とした
地域医療福祉の拡充や整備に関する調査

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用したネットワークの強化に関する調査

議会だよりの発行、ホームページの更新など議会の広報活動

国県道の整備促進に関する調査

神戸川発電用水利用による神戸川下流、十間川及び神西湖の環境問題、
水資源問題に関する調査
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【 請  願 】

【 意見書 】

請願番号 件　　名 提　出　者 審議結果

なぜ継続審査

医療費の窓口負担軽減の意見書採択を求め
る請願

６月に新体制となった文教厚生委員会でさらに調査をするため。

松江市浜乃木

会　長
島根県保険医協会

古沢　正治
継続審査 に
賛成多数９

陳情番号 件　　名 提　出　者 審議結果

意見書番号 件　　名 審議結果

新内藤川・午頭川改修計画の抜本的見直しに
ついての陳情

出雲市荒茅町

委員長
新内藤川対策委員会

福田　勉　他８名
9

原子力発電所事故に係る抜本的な計画等の見直しを求める意見書1

請願・陳情の審議結果

意見書の審議結果

継続審査中の請願（平成22年度提出分）

【 陳  情 】
継続審査中の陳情（平成22年度提出分）

請願番号 件　　名 提　出　者 審議結果

なぜ継続審査

子ども・子育て新システムに反対し、子育
て支援の充実を求める請願（意見書提出）

国において審議中で、具体的な方向が示されてから詳細に審査すべきであるため。

出雲市大津町

執行委員長
全国福祉保育労働組合 島根支部

野々村　静香
継続審査 に
賛成多数1

なぜ不採択

島根原発から住民の安全を守るための請願

国から原子力発電の安全対策の新基準が示されていないこと、また、この請願が島根原発の
停止を求めることなど内容全体を受け入れることができないため。

出雲市古志町

支部長
新日本婦人の会出雲支部

景山　祐子
不 採 択 に
賛成多数2

今回提出された請願（平成23年度提出分）

趣旨採択 に
賛成多数

陳情番号 件　　名 提　出　者 審議結果

湖陵コミュニティセンターへの昇降機の整備
を求める陳情（湖陵町身障者協会会長）

出雲市湖陵町三部

会　長
湖陵町身障者協会

今岡　秀生
1

今回提出された陳情（平成23年度提出分）

採　　択 に
全員賛成

湖陵コミュニティセンターへの昇降機の整備を
求める陳情（湖陵町高齢者クラブ連合会会長）

出雲市湖陵町三部

会　長
湖陵町高齢者クラブ連合会

竹下　茂
2 採　　択 に

全員賛成

荒木コミュニティセンターエレベーター新設
に関する陳情

出雲市大社町北荒木

会　長
荒木地区町内会長会

黒目　光正　他３名
3 採　　択 に

全員賛成

原案可決 に
全員賛成
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一般質問

いずも市議会だより　25号
9

市政のここが聞きたい 一 般 質 問

（10ページ）遠藤力一 議員

◎島根原子力発電所について
・災害時の情報について
・耐震化対策について
・火災警報器について

（10ページ）米山広志 議員

・幼稚園教育
◎松枯れ対策
・神門コミュニティセンター機能補完対策補助金

（11ページ）原　隆利 議員

・出雲市総合ホﾞランティアセンターの活動
・就学援助の実態と市の取り組み
◎神門地区に見る地元対策のあり方

（12ページ）板倉一郎 議員

◎出雲市の新エネルギーおよび省エネルギーヘの取り組み
について
・第３セクターの改革状況について

（13ページ）小村吉一 議員

・福島原発事故を経ての原子力発電政策について問う
◎学校教育後援会費について
・特別養護老人ホームの増設について
・「神門コミセン機能補完対策補助金」について

（13ページ）板倉明弘 議員

・運動を通した健康増進と介護予防事業の拡充を求める
・新しい健診センターとＰＥＴ－ＣＴがんドックによる市
民の健康保持と予防医療の充実について
◎新しい教育基本法が制定されて初めての教科書検定が行
われた。今年度夏に行われる中学校教科書採択について

（12ページ）大国陽介 議員

・東日本大震災の被災者支援について
◎エネルギー政策の基本認識について
・島根原子力発電所の安全管理体制について
・生活保護の窓口対応について
・来年４月からの中学校での武道必修化について

（11ページ）川上幸博 議員

・出雲市教育の基本方針について伺う
◎危機管理指針「災害」防止について

（14ページ）坂根　守 議員

・市長就任時に職員にお願いした３Ｓ(シンプル・スピー
ド・スマイル)の実現状況は
◎「田儀櫻井家の越堂たたら跡」の整備を早急に
・多伎町の風力発電の修理は早急に

（16ページ）勝部順子 議員

・東日本大震災を教訓に、防災対策（地震など）の更なる
充実を
◎人と動物の共生社会をめざして

珍部全吾 議員

・原子力発電所の今後の見通しについて
・市内幼稚園の実態について
・日御碕のホテル建設について

（17ページ）飯塚俊之 議員

・湯谷川の河川改修について
◎東日本大震災・福島第一原発事故における自治体対応と
対策について

（15ページ）萬代輝正 議員

・「北山健康温泉」の現状報告と関係者への対応について問う
◎今年度の｢合併特例債｣充当事業と今後の使途について

（15ページ）杉谷寿之 議員

◎出雲大社、平成の大遷宮が迫っている。市としての対応は

（16ページ）西村　亮 議員

◎島根原発の安全対策と出雲市の取り組み

（17ページ）狩野正文 議員

◎平成２３年５月１１日からの降雨による被害について

（14ページ）木佐　宏 議員

◎虚像長岡市政を斬る第３弾
　市民を苦しめ続ける副市長ら軽薄未熟な執行体制を糾弾する

　６月定例市議会では１7人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選んで
（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。
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松枯れの市有林（出雲市東神西町）

10km10km10km

20km20km20km

30km30km30km

島根原子力発電所からの距離図

三
月
議
会
の
施
政
方
針
質
問
に

対
し
て
「
今
後
松
枯
れ
対
策
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
三
年
度
に
、
こ
れ
ま

で
の
対
策
の
検
証
、
そ
し
て
現
在
の
被
害

状
況
な
ど
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
、
効

果
的
で
市
民
の
合
意
が
得
ら
れ
る
方
針
を

検
討
す
る
」
と
い
う
答
弁
が
何
回
か
あ
っ

た
。
検
討
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容
と
平
成

二
十
一
年
度
三
月
に
決
定
さ
れ
た
出
雲
市

松
く
い
虫
防
除
対
策
基
本
方
針
と
の
整
合

性
は
。

農
林
水
産
調
整
監

　

基
本
方
針
の
期
間
は
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
三
十
年
度
ま
で
の
十
年
間
で
す
が
、

①
松
く
い
虫
防
除
計
画
区
域
の
本
年
二

月
末
現
在
の
推
定
被
害
が
前
年
同
期
の

一
七
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
出
雲
北
山
山

地
は
特
に
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

②
国
の
森
林
病
害
虫
防
除
法
に
基
づ
く
市

の
松
く
い
虫
防
除
計
画
区
域
の
計
画
期
間

が
今
年
度
ま
で
で
、
来
年
度
以
降
の
区
域

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
今
後
、
国
・
県
の
補
助
金
の
削
減
が
予

想
さ
れ
、
よ
り
効
果
的
、
継
続
的
な
防
除

対
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
自
治
会
連
合
会
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様

か
ら
空
中
散
布
再
開
を
含
め
た
総
合
的
な

防
除
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
要
望
書
が

問

島
根
原
発
で
事
故
が
あ
る
と
広
大

な
地
域
に
影
響
が
あ
り
、
出
雲
市

民
の
生
命
財
産
、
そ
し
て
未
来
が
守
れ
な

い
。
一
番
安
心
で
き
る
の
は
原
発
の
即
時

停
止
か
ら
廃
炉
に
す
る
こ
と
だ
が
、
廃
炉

に
し
て
も
、
安
全
な
状
態
に
す
る
に
は
十

年
以
上
を
要
す
る
。
そ
の
間
に
何
の
事
故

も
な
い
と
は
言
え
ず
、
真
剣
に
市
民
の
安

全
の
た
め
に
手
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
島
根
原
子
力
発
電
所
に
対
す

る
長
岡
市
長
の
考
え
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
に
認
め
ら

れ
る
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　

島
根
原
発
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
中
国
電
力
に
対
し
て
原
子
力

発
電
所
の
安
全
運
転
を
徹
底
す
る
こ
と
、

国
の
対
応
を
待
た
ず
に
安
全
対
策
を
早
急

に
と
る
こ
と
な
ど
の
申
し
入
れ
を
し
、
電

力
事
業
所
に
お
い
て
一
定
の
津
波
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
市
と
し
て

も
早
急
な
実
施
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
の
取
り
扱
い
は
、
国
に
お
け
る
安
全
基

準
、
防
災
指
針
の
徹
底
的
な
見
直
し
を
受

け
て
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｐ
Ｚ
は
、
国
の
原
子
力
安
全
委
員
会

が
定
め
た
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す

べ
き
地
域
の
範
囲
で
、
周
辺
住
民
な
ど
へ

の
迅
速
な
情
報
連
絡
手
段
の
確
保
、
緊
急

問

時
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
、
原
子

力
防
災
に
特
有
の
資
機
材
の
整
備
な
ど
が

あ
り
、
指
定
さ
れ
る
と
住
民
の
安
全
確
保

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

遠
藤　

力
一

島
根
原
発
に
つ
い
て
住
民
の

安
全
を
守
る
視
点
か
ら
問
う

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
松
枯

れ
対
策
再
検
討
会
議
を
設
置
し
、
十
一
月

を
め
ど
に
総
合
的
な
指
標
及
び
対
策
な
ど

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

米
山　

広
志

松
枯
れ
対
策
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神門の地元対策は電車基地建設から始まった

内水排除対策が望まれる午頭川（落合橋より下流を望む）

電
車
基
地
、火
葬
場
、エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
公
共
事
業
に
お

け
る
神
門
地
区
に
対
す
る
地
元
対
策
費
の

総
額
は
い
く
ら
か
。

　
環
境
政
策
調
整
監

 

地
元
対
策
費
の
内
訳
と
総
額
は
、
電

車
基
地
関
連
二
十
四
億
三
千
四
百
万

円
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
乗
り
入
れ
関
連

三
十
六
億
八
千
六
百
万
円
、
出
雲
斎

場
関
連
二
十
五
億
二
千
五
百
八
十
万

円
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
関
連

二
十
一
億
二
千
九
百
六
十
万
円
の
合
計
、

百
七
億
七
千
五
百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

多
目
的
会
館
は
も
と
も
と
芦
渡
町

保
二
町
内
会
、
保
三
町
内
会
の
集

会
施
設
と
し
て
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
の
要

望
に
沿
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
上
に
保

二
町
内
に
は
土
地
付
き
の
集
会
所
、
保
三

町
内
は
、
集
会
所
の
改
修
工
事
が
地
元
要

望
に
沿
う
形
で
実
現
し
た
。
こ
れ
は
二
重

補
助
で
は
な
い
の
か
。

環
境
政
策
調
整
監

　

多
目
的
会
館
は
、
広
く
老
若
男
女
が
交

流
で
き
る
形
の
も
の
と
し
て
、
集
会
所
は

そ
の
地
区
独
自
の
も
の
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

今
年
は
、
例
年
に
な
く
早
く
梅
雨

入
り
し
た
。
ま
た
、
ゲ
リ
ラ
的
豪

雨
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
全
国

的
に
多
発
し
て
い
る
。
出
雲
市
で
は
、

①
風
水
害
の
想
定
規
模
は
、ど
の
程
度
か
。

②
が
け
地
や
家
屋
の
あ
る
渓
流
な
ど
の
土

砂
被
害
対
策
の
必
要
箇
所
数
と
対
処
状

況
、
住
民
へ
の
周
知
状
況
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長

①
想
定
豪
雨
の
規
模
は
、
斐
伊
川
流
域
で

の
二
日
間
雨
量
三
百
九
十
九
ミ
リ
、
神
戸

川
流
域
は
、
二
日
間
雨
量
三
百
八
十
六
ミ

リ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
斐

伊
川
、
神
戸
川
流
域
の
浸
水
想
定
区
域
を

設
定
し
地
域
防
災
計
画
に
浸
水
対
策
を
定

め
て
い
ま
す
。
尾
原
ダ
ム
と
志
津
見
ダ
ム

の
完
成
に
よ
り
出
雲
河
川
事
務
所
は
、市
、

県
と
と
も
に
斐
伊
川
水
系
の
浸
水
想
定
区

域
を
見
直
し
、
平
成
二
十
五
年
に
は
新
た

な
浸
水
想
定
区
域
図
を
提
示
す
る
予
定
で

す
。

②
砂
防
危
険
箇
所
三
百
五
か
所
の
う
ち
十

か
所
が
整
備
済
み
で
す
。
ま
た
、
地
す
べ

り
危
険
箇
所
は
、
八
十
か
所
の
う
ち
整
備

済
み
は
三
十
か
所
、急
傾
斜
危
険
箇
所
は
、

二
百
四
か
所
の
う
ち
整
備
済
み
は
四
十
四

か
所
で
す
が
、
県
に
対
し
、
未
実
施
箇
所

問

問 問

異
な
っ
た
目
的
で
要
望
が
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
一
つ
一
つ
精
査
し
た
結
果
、
地
元

要
望
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
認
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

市
長

　

地
元
要
望
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
範
囲

の
中
で
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
お
の

ず
か
ら
一
定
の
限
度
の
中
で
収
め
る
べ
き

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
よ

う
な
考
え
方
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

原　

隆
利

神
門
地
区
へ
百
七
億
円

の
早
急
な
対
策
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
危

険
箇
所
の
周
知
方
法
は
、
地
区
ご
と
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

川
上　

幸
博

風
水
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
か
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住宅用太陽発電システム、普及のためには行政の支援が欠かせない

大規模太陽光発電所候補地（グリーンステップ）

県
に
、
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ッ
プ
の
活

用
を
積
極
的
に
申
し
入
れ
て
は
ど

う
か
。

市
長

　

出
雲
市
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
利
活
用
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
立
場

で
、
知
事
に
話
を
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
次
の
点

を
伺
う
。

①
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
を
設
置
し
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

②
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光
発
電

所
）
の
具
体
的
な
誘
致
状
況
に
つ
い
て
。

市
長

①
本
年
四
月
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

と
し
て
体
制
強
化
を
図
っ
た
の
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
創
出
や
、
民
間
事
業
者

の
誘
致
に
も
結
び
付
け
よ
う
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
長
を
迎

え
、
今
後
、
さ
ら
に
国
と
の
連
携
を
密
に

し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

②
現
在
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
候
補
地

の
選
定
や
日
照
時
間
な
ど
の
気
象
条
件
の

調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
者
数
社
へ
本
市
で
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
の
展
開
を
打
診
し
て
い
ま
す
。

候
補
地
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
斐
伊

川
放
水
路
事
業
の
残
土
処
分
場
で
あ
る
グ

リ
ー
ン
ス
テ
ッ
プ
と
多
伎
町
奥
田
儀
の
市

有
地
で
元
ゴ
ル
フ
場
が
予
定
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

問
板
倉　

一
郎

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
誘
致
を

問

福
島
の
原
発
事
故
は
、
日
本
と
世

界
の
人
々
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

今
回
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一

つ
に
原
発
事
故
に
は
異
質
の
危
険
が
あ

り
、
放
射
能
が
外
部
に
放
出
さ
れ
る
と
、

そ
れ
を
抑
え
る
手
段
は
存
在
し
な
い
と
い

う
こ
と
。
二
つ
に
、
使
用
済
み
核
燃
料
の

後
始
末
の
方
法
が
未
確
立
で
あ
り
、
そ
れ

を
閉
じ
込
め
て
お
く
保
証
が
な
い
な
ど
、

技
術
が
未
完
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
三

つ
に
、
原
発
を
世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ

る
日
本
に
集
中
立
地
さ
せ
る
こ
と
の
危
険

性
な
ど
で
あ
る
。

　

今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
根
本
か
ら
改

め
る
時
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。
原
発
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

に
向
け
て
知
恵
と
力
を
注
ぐ
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

市
長

　

原
子
力
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
で
議
論

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
結
論
を
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
風
力
、
太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
さ
ら
な
る
導
入
は
不
可
欠
で
あ

り
、
原
子
力
発
電
の
依
存
度
は
低
減
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
原
発
の
運
転
に
あ
た
っ
て
は
、

福
島
の
事
故
を
徹
底
的
に
検
証
し
、
安
全

基
準
を
見
直
す
中
で
、
電
力
事
業
者
に
対

し
適
切
な
対
応
を
求
め
ま
す
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
の
た
め
、
大
規
模
な
施
設

だ
け
で
な
く
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
普
及
、
小
水
力
発
電
、
チ
ッ
プ
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
も
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

特
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
へ
の
助
成
に
つ

い
て
新
制
度
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

大
国　

陽
介

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を

問
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この中から来年度市内中学校で使用する教科書が選択される
（中央図書館内出雲教科書センター）

昭和２０年代から続く教育後援会費

来
年
四
月
か
ら
市
内
の
中
学
校
で

使
う
教
科
書
の
採
択
作
業
が
教
育

委
員
会
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
。
国
旗
、

国
歌
の
意
義
と
相
互
に
尊
重
す
る
こ
と
が

国
際
的
儀
礼
で
あ
る
こ
と
や
、
竹
島
・
尖

閣
諸
島
お
よ
び
国
家
主
権
の
侵
害
に
つ
い

て
、
き
ち
ん
と
教
え
な
い
教
科
書
、
自
衛

隊
を
憲
法
違
反
と
す
る
見
解
を
強
調
し
た

り
、
拉
致
問
題
を
解
決
す
べ
き
国
民
的
課

題
と
せ
ず
、
深
刻
な
人
権
問
題
、
国
家
主

権
侵
害
と
教
え
な
い
教
科
書
が
見
受
け
ら

れ
る
。
教
科
書
採
択
に
あ
た
り
、
教
育
委

員
会
の
所
見
を
伺
う
。
ま
た
、
採
択
に
関

す
る
会
議
の
公
開
、
議
事
録
の
公
表
、
採

択
理
由
の
開
示
を
行
う
の
か
伺
う
。

教
育
長

　

出
雲
教
育
事
務
所
管
内
の
二
市
三
町
で

構
成
す
る
「
出
雲
採
択
地
区
教
科
書
用
図

書
採
択
協
議
会
」
で
は
、
各
教
科
書
に
つ

い
て
研
究
・
調
査
組
織
を
立
ち
上
げ
、
現

在
、
教
科
書
採
択
に
向
け
研
究
作
業
を
進

め
、
来
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
教

委
と
し
て
は
、
こ
の
研
究
結
果
を
踏
ま

え
、
島
根
や
出
雲
の
地
域
、
歴
史
、
風
土

な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
本
市
の
中
学
生

に
と
っ
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
科
書
を

公
正
か
つ
適
切
に
採
択
し
て
い
く
考
え
で

す
。
ま
た
、
教
科
書
採
択
に
関
す
る
会
議

は
公
開
し
ま
す
。採
択
理
由
に
つ
い
て
は
、

八
月
三
十
一
日
に
公
表
し
ま
す
。

板
倉　

明
弘

新
し
い
教
育
基
本
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た

教
科
書
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か

町
内
会
費
な
ど
で
一
括
徴
収
さ
れ

て
い
る
教
育
後
援
会
費
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

①
教
育
後
援
会
費
を
受
理
し
て
い
る
学
校

の
数　

②
そ
の
総
額　

③
使
途
な
ど
は
。

教
育
部
長

①
平
成
二
十
二
年
度
で
教
育
後
援
会
の

援
助
組
織
が
あ
る
学
校
数
は
、
小
学
校

三
十
七
校
中
で
三
十
四
校
。
中
学
校
は

十
三
校
す
べ
て
に
あ
り
ま
す
。

②
後
援
会
費
の
総
額
は
、
二
十
二
年
度
で

小
学
校
で
は
四
千
百
万
円
。
中
学
校
で
は

五
千
十
万
円
で
す
。

③
使
途
の
大
ま
か
な
特

徴
は
、
小
学
校
で
は
学

校
の
環
境
整
備
や
卒
業

祝
品
、
部
活
動
経
費
や

学
校
だ
よ
り
な
ど
の
経

費
に
使
わ
れ
、
中
学
校

で
は
大
部
分
が
部
活
動

に
か
か
わ
る
備
品
購
入

や
大
会
派
遣
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
教
育

活
動
に
か
か
わ

る
経
費
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。「
義
務
教
育
無

償
」
の
立
場
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
そ
の

た
め
の
予
算
措
置
を
行
い
、
逓
減
、
廃
止

の
方
向
へ
指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長

　

教
育
後
援
会
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
の

皆
様
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
会
費

な
ど
運
営
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
後
援
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
強
制
的
な
集
金
や
過
度
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
村　

吉
一

教
育
委
員
会
の
予
算
措
置
に
よ
る

教
育
後
援
会
費
の
逓
減
、
廃
止
を

問

問問
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14

用水路沿いを左側通行で登校の小学生隊列情景

田儀櫻井家たたら製鉄遺跡マップ

越堂たたら跡

宮本鍛冶山内遺跡

屋形遺跡

掛樋たたら跡

屋敷谷Ⅰ遺跡

屋敷谷Ⅱ遺跡

屋敷谷Ⅲ遺跡

屋敷谷たたら跡

1

2

3

4

5

6

7

8

聖谷奥Ⅱ遺跡

聖谷奥Ⅰ遺跡

聖谷たたら跡

茗ヶ原たたら跡

道ヶ崎たたら跡

西明原前たたら跡

西明原たたら跡

堂のそねたたら跡

9

10

11

12

13

14

15

16

国
富
幹
線
用
水
路
改
修
事
業
エ
リ

ア
農
民
の
即
刻
苦
痛
排
除
と
、
児

童
生
徒
ら
の
メ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

ベ
ス
ト
な
る
歩
道
新
設
整
備
を
提
言
、
傍

観
す
る
教
育
関
係
者
の
姿
勢
と
、
当
事
者

主
権
を
侵
害
し
民
意
捏
造
で
強
硬
を
官
民

一
体
で
繰
り
広
げ
、
町
内
会
組
織
の
崩
壊

を
も
惹
起
す
る
裏
切
り
行
為
を
質
す
。

河
内
副
市
長

　

計
画
の
中
身
の
問
題
と
進
め
方
に
つ
い

て
、
私
も
昨
年
来
、
委
員
会
の
ご
指
摘
も

踏
ま
え
て
、
市
長
と
も
緊
密
に
連
携
情
報

交
換
を
取
り
な
が
ら
対
応
、
よ
り
良
い
方

法
を
見
つ
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

調
査
を
約
束
で
き
る
か
。
き
ち
っ

と
正
面
か
ら
向
き
合
う
か
。

河
内
副
市
長

　

さ
ら
に
指
摘
を
踏
ま
え
、
そ
う
い
う
事

も
含
め
て
、
や
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

歩
道
問
題
、
実
態
を
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
、
私
の
資
料
全
部
見
ら

れ
、
西
尾
市
長
時
代
の
回
答
書
を
も
踏
ま

え
て
、
教
育
長
と
し
て
約
束
を
し
て
い
た

平
成
十
八
年
に
田
儀
櫻
井
家
の
た

た
ら
製
鉄
に
関
す
る
地
域
が
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
智
光
院
や
金
屋
子

神
社
が
修
復
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
に
は
、
越こ

え
ど
う堂

た
た
ら
と

聖ひ
じ
り
だ
に谷

た
た
ら
が
国
の
史
跡
と
し
て
追
加
指

定
さ
れ
た
。
保
存
管
理
計
画
書
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
地
域
の
方
々
か
ら
同
意
書

を
い
た
だ
い
た
。
同
意
を
し
た
地
域
は
、

今
後
新
築
の
許
可
が
出
な
い
な
ど
の
制
約

が
あ
る
。
地
元
と
し
て
は
、
早
く
本
格
的

な
発
掘
調
査
を
行
い
、
見
学
が
出
来
る
よ

う
な
施
設
整
備
を
期
待
し
て
い
る
。
具
体

的
な
年
次
計
画
を
伺
う
。

文
化
環
境
部
長

　

平
成
二
十
二
年
に
「
史
跡
田
儀
櫻
井
家

た
た
ら
製
鉄
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
遺
跡
や
駐
車
場
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
な
ど
の
総
合
的
な
整
備
を
練
っ
て

い
る
段
階
で
す
。

　

本
年
度
は
、
越こ

え
ど
う堂

た
た
ら
跡
の
高
殿
た

た
ら
部
分
を
中
心
に
用
地
測
量
、
平
成

二
十
四
年
度
に
用
地
取
得
を
行
い
、
遺
構

の
保
護
を
図
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
二
十
六
年
度
に
か
け
発
掘
調
査
を
実

施
し
、
二
十
七
年
度
に
整
備
工
事
の
基
本

設
計
、
二
十
八
年
度
に
は
実
施
設
計
を
行

い
、
整
備
工
事
は
、
二
十
九
年
度
か
ら
始

め
る
計
画
で
す
。

坂
根　

守

口
田
儀
越こ

え

堂ど

う

た
た
ら
の

整
備
計
画
は

問

問

だ
き
た
い
。

教
育
長

　

日
頃
か
ら
通
学
路
の
安
全
に
、
ご
尽
力

を
賜
り
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
先
程
か
ら
経

過
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
過
去
、
子
ど

も
が
川
に
転
落
し
た
と
か
、
や
む
を
得
ず

左
側
し
か
通
れ
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
実

態
も
聞
い
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
実

行
の
上
が
る
形
で
、
私
も
現
場
の
方
へ
伺

い
ま
し
て
、
現
状
を
見
な
が
ら
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
佐　

宏

虚
像
長
岡
市
政
を
斬
る
第
三
弾

　

市
民
を
苦
し
め
続
け
る
副
市
長
ら

　

軽
薄
未
熟
な
執
行
体
制
を
糾
弾
す
る

問問
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昭和２８年大遷宮　奉祝祭のようす

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 予定 計
1 幹線市道 10 か年道路整備事業 817.6 1,547.4 2,394.1 1,051.1 501.9 557.3 475.5 7,344.9
2 新庁舎整備事業 817.6 581.0 4,958.8 826.5 7,183.9
3 街路事業 792.6 1,063.5 919.6 533.0 551.8 566.0 689.0 5,115.5
4 小中学校・幼稚園整備事業 756.8 1,266.8 863.8 191.6 253.1 48.7 492.9 3,873.7
5 生活環境道路改良事業 502.6 353.3 516.8 318.3 232.2 148.7 315.6 2,387.5
6 生活環境下水路改良事業 268.8 272.8 224.6 154.9 118.0 140.7 100.6 1,280.4

7
弥生の森博物館建設事業
（西谷墳墓群活用推進事業）

20.0 220.7 439.6 332.8 14.9 1,028.0

8 出雲市民会館改修事業 264.8 624.7 7.1 30.2 8.5 935.3
9 病院事業出資金 189.9 501.5 230.8 922.2
10 コミュニティセンター整備事業 404.2 213.5 182.3 800.0
11 出雲科学館増築事業 22.1 264.3 505.5 791.9
12 学校給食センター再編整備事業 12.1 22.2 179.5 521.7 735.5
　 その他 1,064.1 2,000.8 915.8 1,162.2 1,171.2 1,105.8 1,465.6 8,885.5

合　　　　計 4,224.6 7,871.3 8,170.8 9,042.2 4,229.8 3,263.1 4,482.5 41,284.3

起債発行可能枠（H17～H26)　　49,730

起債発行可能残枠（H24～H26)　　8,445.7 （A）－（B）

（A）

（B）

合併特例債の使用状況
（単位：百万円）

二
市
四
町
の
合
併
後
六
年
が
経
過

し
た
。
地
域
の
格
差
や
老
朽
化
し

た
学
校
や
コ
ミ
セ
ン
の
改
修
、
道
路
整
備
や

下
水
路
改
良
事
業
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
も

積
極
的
に
合
併
特
例
債
が
投
入
さ
れ
た
。

　

約
五
百
億
円
の
内
、
既
に
ど
れ
だ
け

使
っ
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
う

予
定
か
。

財
政
部
長

　

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
合
併
後
六
年

間
で
、
三
百
八
十
六
億
円
あ
ま
り
を
発
行

し
、
全
体
の
七
十
四
％
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
で
は
、「
水
産
物
産
地

市
場
」、「
平
田
消
防
署
」、「
向
陽
中
学
校
」、

「
新
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た

も
の
を
当
初
予
算
で
計
上
し
、
六
月
補
正

予
算
で
は
、「
看
護
系
専
門
学
校
誘
致
事
業
」

に
充
当
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
発
行
可
能

額
は
、
八
十
四
億
四
千
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
方
針

と
同
様
に
、
道
路
・
街
路
整
備
な
ど
の
基

盤
整
備
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、「
四
絡
コ
ミ
セ
ン
」
や
間
も
な
く
着
手

す
る
「
北
陽
小
学
校
」
の
増
築
と
い
っ
た

も
の
も
あ
り
、今
後
、全
体
的
に
精
査
し
て
、

限
ら
れ
た
特
例
債
を
計
画
的
か
つ
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
斐
川
町
へ
の
特
例
債
の

活
用
は
可
能
か
。

財
政
部
長

　

合
併
特
例
債
は
、
あ
く
ま
で
も
二
市
四

町
の
合
併
に
基
づ
く
財
源
措
置
で
あ
る
の

で
、
旧
二
市
四
町
の
事
業
に
活
用
し
て
い

く
べ
き
も
の
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

萬
代　

輝
正

合
併
特
例
債
充
当
事
業
と

今
後
の
使
途
を
問
う

松
江
市
は
今
年
「
開
府
四
百
年
」、

島
根
県
で
は
来
年
か
ら
「
古
事
記

千
三
百
年
」
を
記
念
し
、
全
国
に
向
か
っ

て
文
化
・
観
光
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
施
設
整
備
や

趣
向
を
こ
ら
し
た
「
お
も
て
な
し
」
行
事

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

六
十
年
に
一
度
の
平
成
の
大
遷
宮
が
出

雲
大
社
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十

日
か
ら
催
行
さ
れ
奉
賛
会
も
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
遷
宮
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

そ
の
都
度
、
地
域
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
方
と
基
本
的
な
考
え

方
を
伺
う
。

市
長

　

歴
史
的
な
大
事
業
で
あ
り
多
く
の
観
光

誘
客
が
、
期
待
で
き
る
好
機
で
す
。
市
と

し
て
は
来
雲
さ
れ
た
方
々
を
き
ち
ん
と
も

て
な
し
、
出
雲
の
魅
力
を
充
分
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
観
光
基
盤

の
整
備
を
図
り
、
観
光
関
連
の
事
業
者
は

も
と
よ
り
、
市
民
全
体
の
意
識
改
革
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
地
元
団
体
で
構
成
す
る
会
を

作
り
、
奉
賛
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
官

民
あ
げ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
施
策
に
邁
進

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
こ
の
機
を

と
ら
え
て
単
に
遷
宮
だ
け
で
は
な
し
に
ポ

ス
ト
遷
宮
も
見
据
え
た
息
の
長
い
取
り
組

み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

杉
谷　

寿
之

出
雲
大
社
・
平
成
の
大
遷
宮
が
迫
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
の
対
応
は

問

問

問
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飼い犬には迷子札をつけましょう

島根県原子力防災センター（松江市内中原町）

こ
れ
ま
で
に
、
島
根
原
発
の
一
号

機
・
二
号
機
の
点
検
不
備
が
二
千

か
所
以
上
も
見
つ
か
り
大
変
驚
い
た
。
特

に
一
号
機
は
建
設
後
三
十
七
年
以
上
経
過

し
、
日
本
で
五
番
目
に
古
い
原
発
で
あ
り

不
安
が
残
る
。
一
号
機
の
再
稼
働
・
二
号

機
の
営
業
運
転
再
開
（
平
成
二
十
二
年

十
二
月
二
十
八
日
）、
三
号
機
の
営
業
運

転
開
始
を
ひ
か
え
、
今
後
、
地
震
・
津
波
・

テ
ロ
な
ど
の
安
全
対
策
お
よ
び
山
陰
両
県

や
松
江
市
を
含
む
六
市
二
町
に
よ
る
原
子

力
防
災
会
議
な
ど
を
通
じ

た
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
拡
大
や
原
子

力
安
全
協
定
の
締
結
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

総
務
部
長

　

島
根
原
発
に
お
け
る
安

全
対
策
の
課
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
が
示
し
た
方

針
、
津
波
対
策
と
し
て
、

高
圧
発
電
機
車
な
ど
の
配

備
に
よ
る
緊
急
時
の
電
源

確
保
な
ど
の
対
策
が
進
め

ら
れ
、
国
か
ら
妥
当
と
の

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
信
頼
向
上
対
策

と
し
て
、
海
抜
四
十
メ
ー

ト
ル
の
高
台
に
緊
急
用
発
電
機
の
設
置
、

発
電
所
構
内
全
域
を
囲
ん
で
い
る
防
波
壁

を
海
抜
十
五
メ
ー
ト
ル
に
か
さ
上
げ
す
る

対
策
を
講
じ
ま
す
。
原
子
力
防
災
会
議
な

ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り
、
島
根
県
・
中

国
電
力
に
強
力
に
働
き
か
け
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の

拡
大
、
原
子
力
安
全
協
定
の
締
結
に
向
け

努
力
し
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

西
村　

亮

島
根
原
発
の
安
全
対
策
と

出
雲
市
の
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う

問

少
子
高
齢
社
会
を
背
景
に
ペ
ッ
ト

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
犬
や
ネ
コ

は
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
家
族
の
一
員
で

あ
り
、
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
言
わ
れ

る
時
代
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
捨
て
犬
や

野
良
猫
が
、
年
間
二
十
八
万
匹
も
殺
処
分

さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

①
出
雲
市
で
の
現
状
（
保
健
所
に
持
ち
込

ま
れ
る
犬
や
ネ
コ
な
ど
）

②
動
物
愛
護
団
体
へ
の
支
援
（
譲
渡
会
の

場
所
の
提
供
な
ど
）

③
熊
本
市
で
は
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

「
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
出
雲
で
も
検
討
を

望
む
。

環
境
政
策
調
整
監

①
飼
い
主
が
判
明
し
て
い
な
い
犬
や
ネ
コ

は
、
七
日
間
公
示
し
、
処
分
ま
た
は
譲
渡

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
殺
処
分
は
、
年
々
減

少
し
、
平
成
二
十
二
年
度
は
、
十
年
前
に

比
べ
て
犬
が
一
割
程
度
に
、
ネ
コ
は
三
割

程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

②
二
十
四
年
度
に
は
、
出
雲
保
健
所
内
に

動
物
愛
護
棟
（
仮
称
）
を
開
設
し
、
犬
や

ネ
コ
と
触
れ
合
え
る
場
を
整
備
し
、
譲
渡

の
促
進
を
図
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
譲
渡
会
の
開
催
も
可
能
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
譲
渡
登
録
団
体
へ
の
会
場
貸
し
出

し
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

③
十
九
年
度
に
「
島
根
県
動
物
愛
護
管
理

推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
出
雲
市
か
ら

も
委
員
と
し
て
参
加
し
、
動
物
の
愛
護
・

管
理
の
推
進
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

勝
部　

順
子

殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を

問
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排水機場に集まるゴミ
（平田船川、湯谷川、山王川河口部にある論田川排水機場）

防災計画 業務継続計画

目　　的
  生命、身体、財産の 
  安全と保護

  重要業務の継続

計画内容

 ・災害予防

 ・災害応急対応

 ・災害復旧など

  左記に加えて

 ・災害による業務への影響を評価

 ・重要業務の絞込み

 ・目標復旧時間の設定など

防災計画と業務継続計画（ＢＣＰ）の比較自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
化
…
従
来
の
業
務
処
理
シ
ス
テ
ム

や
保
守
管
理
し
て
い
る
機
器
類
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
や
低
コ
ス
ト
化
す
る
た
め
、
自
治

体
が
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
を
図
る
こ
と
。

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発

事
故
の
発
生
で
、
自
治
体
の
災
害

対
応
や
行
政
事
務
に
お
い
て
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
多
重
で
多
様
な
情
報
伝
達
手
段
を
構
築

し
て
も
、
そ
れ
ら
に
一
回
の
操
作
で
一
斉

に
伝
わ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要

が
あ
る
。

②
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活

用
し
、防
災
機
能
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

③
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

は
、
ク
ラ
ウ
ド
が
有
効
な
手
段
だ
と
考
え

る
。

④
災
害
や
事
故
後
も
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス

が
き
ち
ん
と
提
供
で
き
る
よ
う
、
業
務
継

続
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長

①
情
報
の
発
信
元
の
統
一
に
つ
い
て
は
、

現
在
そ
の
方
向
で
調
整
し
て
お
り
、
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
す
。

②
理
論
的
に
十
分
対
応
が
可
能
だ
と
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
調
査
、
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
ク
ラ
ウ
ド
化
に
関
し
て
は
、
大
変
興
味

深
く
、
情
報
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
次

の
シ
ス
テ
ム
改
変
の
時
に
は
、
当
然
対
応

し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

④
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
直
前

飯
塚　

俊
之

出
雲
市
の
防
災
体
制
強
化
と

業
務
継
続
計
画
の
策
定
を
求
め
る

総
雨
量
二
百
五
十
三
ミ
リ
に
達

し
、
平
田
船
川
、
湯
谷
川
、
山
王

川
な
ど
が
増
水
し
、
農
地
や
道
路
に
冠
水

被
害
が
出
た
。
船
川
河
口
部
の
三
つ
の
排

水
機
の
内
、
論ろ

ん
で
ん
が
わ

田
川
排
水
機
に
大
き
な
負

担
を
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

①
排
水
機
の
運
転
経
費
は
、
地
元
負
担
で

よ
い
の
か
。

②
ゴ
ミ
が
排
水
能
力
を
低
下
さ

せ
て
い
る
の
で
、
排
水
機
に
除

塵
機
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

農
林
水
産
調
整
監

①
排
水
機
場
の
運
転
は
、
洪
水

時
の
農
地
冠
水
被
害
対
策
と
耕

作
の
た
め
の
地
下
水
位
を
下
げ

る
目
的
で
行
っ
て
お
り
、
市
所

有
の
排
水
機
は
、
管
理
運
転
業

務
の
委
託
、
も
し
く
は
管
理
人

を
委
嘱
し
、
直
営
で
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
所
有
の
も
の

は
、
営
農
の
た
め
の
ル
ー
ル
に

よ
り
、
洪
水
時
期
の
七
月
か
ら

九
月
に
か
か
る
経
費
は
全
額
市

が
負
担
し
、
他
の
時
期
は
経
費

の
五
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
五
月
に
も
大
雨
が
降
る
こ

と
を
考
え
る
と
、洪
水
時
期
に
つ
い
て
は
、

検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
除
塵
機
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状

況
な
ど
も
見
な
が
ら
、
検
討
す
べ
き
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

狩
野　

正
文

五
月
十
一
日
か
ら
の

降
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
を
問
う

問

に
、
業
務
継
続
計
画
の
暫
定
版
を
策
定
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害
別
に
ど
の
よ
う

な
事
象
に
ど
う
対
応
し
、
ど
の
よ
う
に
業

務
を
継
続
し
て
い
く
の
か
未
策
定
で
す
。

引
き
続
き
策
定
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

問
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飯
塚
俊
之

板
垣
成
二

狩
野
正
文

木
佐　

宏

西
村　

亮

小
村
吉
一
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国
陽
介

松
村
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力
一

山
根
貞
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萬
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司

荒
木　

孝

長
廻
利
行

古
福
康
雅

珍
部
全
吾

杉
谷
寿
之

寺
田
昌
弘

宮
本　

享

承第　 １号
承第　 ２号
承第　 ３号
議第　 １号
同第　 １号
同第　 ２号
同第　 ３号
同第　 ４号
諮第　 １号
推第　 １号
推第　 ２号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

全員異議なし 全員異議なし

全員異議なし 全員異議なし

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

除斥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

除斥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

除斥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

除斥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

除斥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議　

長

平成23年度（2011）第2回定例会
議第　 ２号
議第　 ３号
議第　 ４号
議第　 ５号
議第　 ６号
議第　 ７号
議第　 ８号
議第　 ９号
議第  １０号
議第  １１号
議第  １２号
議第  １３号
議第  １４号
議第  １５号
議第  １６号
議第  １７号
議第  １８号
議第  １９号
議第  ２０号
議第  ２１号
議第  ２２号
議第  ２３号
議第  ２４号
議第  ２５号
議第  ２６号
請願第１号
請願第２号
陳情第１号
陳情第２号
陳情第３号
意見書第１号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○
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○
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○

○
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○
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○

○

○
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○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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【継続審査中の請願・陳情】
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

―

―

議　

長

議 

長

○：賛成、●：反対、－：棄権、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。

議　

長
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採決の結果

いずも市議会だより　25号

審議結果件　　　　　名番　号 賛
成
反
対

平成23年度（2011）第1回臨時会

平成23年度（2011）第2回定例会

専決処分の承認について（平成２２年度（2010）出雲市老人保健医療事業特別会計第３回補正予算）
専決処分の承認について（出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認について（出雲市税条例の一部を改正する条例）
平成２３年度（2011）出雲市一般会計第１回補正予算
出雲市教育委員会委員の任命について（木村保孝氏）
出雲市公平委員会委員の選任について（河瀨京子氏）
出雲市監査委員の選任について（吾郷紘一氏）
出雲市監査委員の選任について（直良昌幸氏）
人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（安田経子氏）
出雲市農業委員会委員の推薦について（多々納剛人氏）
出雲市農業委員会委員の推薦について（福代秀洋氏）
出雲市農業委員会委員の解任請求について（川上幸博氏）
出雲市農業委員会委員の解任請求について（曽田盛雄氏）

承第　 １号
承第　 ２号
承第　 ３号
議第　 １号
同第　 １号
同第　 ２号
同第　 ３号
同第　 ４号
諮第　 １号
推第　 １号
推第　 ２号

0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0

簡易採決
簡易採決

31
28
31
31
31
31
31
30
31
30
30

承　認
承　認
承　認
原案可決
同　意
同　意
同　意
同　意
同　意
推　薦
推　薦
決　定
決　定

【継続審査中の請願・陳情】
医療費の窓口負担軽減の意見書採択を求める請願
新内藤川・午頭川改修計画の抜本的見直しについての陳情

平成22年度
請願第９ 号
平成22年度
陳情第９ 号

3
1

27
29

継続審査
趣旨採択

平成２３年度（2011）出雲市一般会計第２回補正予算
平成２３年度（2011）出雲市下水道事業特別会計第１回補正予算
出雲市手数料条例の一部を改正する条例
出雲市湖陵福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市ふるさと市町村圏事業基金条例を廃止する条例
出雲都市計画事業出雲市駅通り土地区画整理事業清算金分割徴収に関する条例を廃止する条例
島根県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について（東出雲町）
島根県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について（斐川町）
島根県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について（東出雲町）
島根県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について（斐川町）
出雲市・斐川町合併協議会の廃止について
出雲地区ふるさと市町村圏協議会の廃止について
出雲市及び斐川町斐伊川用水対策協議会の廃止について
出雲市・斐川町南神立橋区間管理協議会の廃止について
斐川宍道水道企業団への加入について
包括外部監査契約の締結について
工事請負契約の締結について（向陽中学校校舎建築主体工事）
工事請負契約の締結について（向陽中学校屋内運動場建築主体工事）
工事請負契約の締結について（出雲新東部給食センター（仮称）建築主体工事）
備品の取得について（消防ポンプ自動車）
農業担い手法人化促進資金の返還免除について
新規就農者経営安定資金の返還免除について
青年農業者初期経営安定資金の返還免除について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
子ども・子育て新システムに反対し、子育て支援の充実を求める請願
島根原発から住民の安全を守るための請願
湖陵コミュニティセンターへの昇降機の整備を求める陳情（湖陵町身障者協会会長）
湖陵コミュニティセンターへの昇降機の整備を求める陳情（湖陵町高齢者クラブ連合会会長）
荒木コミュニティセンターエレベーター新設に関する陳情
原子力発電事故に係る抜本的な計画等の見直しを求める意見書

議第　 ２号
議第　 ３号
議第　 ４号
議第　 ５号
議第　 ６号
議第　 ７号
議第　 ８号
議第　 ９号
議第  １０号
議第  １１号
議第  １２号
議第  １３号
議第  １４号
議第  １５号
議第  １６号
議第  １７号
議第  １８号
議第  １９号
議第  ２０号
議第  ２１号
議第  ２２号
議第  ２３号
議第  ２４号
議第  ２５号
議第  ２６号
請願第１号
請願第２号
陳情第１号
陳情第２号
陳情第３号
意見書第１号

6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
3
8
0
0
0
0

24
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
29
30
30
30
30
30
30
27
22
30
30
30
29

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
継続審査
不採択
採　択
採　択
採　択
原案可決
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議会活動・編集後記

いずも市議会だより　25号

　

市
議
会
を
構
成
す
る
、
常

任
委
員
会
が
議
員
任
期
四
年

の
中
間
に
お
い
て
交
代
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
広
報

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
代
わ

り
ま
し
た
。
今
議
会
だ
よ
り

か
ら
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
市

民
の
皆
様
に
今
ま
で
以
上
に

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
で
き
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

六
月
議
会
で
は
、
看
護
系

専
門
学
校
誘
致
や
合
併
関
連

事
業
の
補
正
予
算
案
件
、
条

例
改
正
案
件
な
ど
を
審
議
し

七
月
四
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
十
月
に
斐
川

町
と
の
新
た
な
合
併
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
人
口
が
約
十

七
万
五
千
人
で
あ
り
、
山
陰

で
は
、
三
番
目
の
都
市
に
な

り
ま
す
。
工
業
生
産
や
農
業

生
産
を
産
業
の
核
と
し
て
山

陰
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
市
と

な
り
、
現
執
行
部
と
斐
川
地

区
選
出
議
員
六
名
と
共
に
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
出

雲
市
を
作
っ
て
い
く
事
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
川
上
幸
博　

記
）

議会に関してのお問い合わせは

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意
見をお寄せください。より充実した紙面づくりの参考
とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

出雲市ホームページの中の 出雲市議会  をクリック

TEL：（0853）21-6579  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/

メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員

委　
　

員
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議会活動（4月1日～8月2日に開催された会議）
島根県市議会議長会事務局長会
理事会、スポーツ振興議員連盟
広報委員会
広報委員会
島根県市議会議長会春季定期総会
広報委員会
議会運営委員会、全員協議会
文教厚生委員会協議会
島根県市議会議長会要望活動
議会運営委員会

第128回中国市議会議長会定期総会（会場 出雲市）
新内藤川・赤川対策協議会
全国自治体病院経営都市議会協議会第69回理事会、
第39回定期総会

平成23年度第1回臨時市議会
全員協議会
議会運営委員会、全員協議会
議会運営委員会
理事会、第9回合併協議会

平成23年度第2回定例市議会
議会運営委員会、全員協議会、環境経済委員会協議会

８月31日（水）
９月  2日（金）

5日（月）
6日（火）

8日（木）
9日（金）

本会議（開会、議案上程・説明）
本会議（一般質問・1日目）
本会議（一般質問・2日目）
本会議（一般質問・3日目、
議案質疑、委員会付託）
総務委員会
文教厚生委員会

９月12日（月）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
16日（金）
20日（火）
21日（水）

環境経済委員会
建設水道委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
決算特別委員会

９月22日（木）
26日（月）
27日（火）
29日（木）

決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
本会議(委員長報告、
討論、採決、閉会)

平成23年度 ９月定例市議会 日程（案）今後の本会議の予定

4月12日（火）
13日（水）
14日（木）
18日（月）
19日（火）
22日（金）

5月13日（金）
18日（水）
19日（木）
23日（月）
26日（木）～27日（金）

30日（月）

31日（火）～6月1日（水）

31日（火）
6月 1日（水）
7日（火）
9日（木）
14日（火）～7月4日（月）

14日（火）

6月15日（水）
16日（木）
20日（月）
21日（火）

30日（木）

7月 1日（金）
4日（月）
5日（火）
7日（木）
12日（火）
15日（金）

19日（火）
22日（金）
25日（月）
26日（火）

27日（水）～28日（木）

8月 2日（火）

全国市議会議長会第87回定期総会
全国市議会議員共済会第1回理事会、第102回代議員会
議会運営委員会
新内藤川・赤川対策協議会
ＩＣＴ活用調査研究会、全員協議会、広報委員会
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
原子力発電・新エネルギー調査特別委員会　
議会運営委員会、循環型社会構築協議会
地域医療福祉協議会、日韓交流議員連盟
総合交通対策特別委員会
全国市議会議長会基地協議会第75回理事会
広報委員会
全国市議会議長会第188回部会長会議、
第184回理事会、第1回国と地方の協議の
場に関する特別委員会
広報委員会
総合交通対策特別委員会
原子力発電・新エネルギー調査特別委員会（島根原発視察）
議会運営委員会、斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
協議会、新内藤川・赤川対策協議会、広報委員会

全国市議会議長会基地協議会中国・四国部会定期総会
平成23年度第3回臨時市議会
全員協議会、議会運営委員会


